
山中の林下に生える多年草で、地下茎は短く、多くのひげ根を出す。茎は高さ15-30cm、円くて、短毛があ

り、下部でまばらに分枝する。葉は対生し、卵形または狭卵形で長さ1-3cmになり、まばらに短毛があり、全

縁で、先は短くとがるか、鈍形である。花は4-5月、淡緑色の風媒花で、茎の上部にある葉状苞に対生す

る。雄花は節ごとに1-2個つき、ほとんど柄がなく、つぼみは短い筒状で、開くと、3個の外花披片は狭長楕

円形で長さ8-10mm、10本の細い脈があって、反り返る。雄蕊は20-25個あって垂れ下がる。

確認記録は多いが、現存が確認できる生育地は限られ
ている。2020年版でCランクからAランクに変更した。

生育地である樹林の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨、但馬

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

アカネ科

兵庫県ランク…ヤマトグサ
環境省ランク… －Theligonum  japonicum  Okubo et Makino


